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新湿度インジケータは、従来の塩化コバルト型によく似た呈色を示します。しかし、塩化コバ

ルト感湿剤が、青から薄青・水色を経て桃色に変化するのに対して、下の写真に示すように、

青色の状態から濃暗青紫色(11%RH)・紫色(17%RH)となり、濃暗赤紫色(23%RH)、暗赤色

(33%RH)と青色から急激に赤色系統の色に変化する特徴があります。感湿剤の物質が異なるた

め、従来の色変化とは異なりますので、何卒、変色点の認識には御留意のほどお願い申し上げ

ます。 
 
 
 
乾燥剤が吸湿していな

い状態では､青色を呈

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11%RH では濃青紫色の

粒があらわれだす。 
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17%RH では全体的に紫

色の色調がみられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
23%RH では､多少 
濃紫色の粒が残ってい

るが､全体的には濃暗赤

紫色を呈する。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
33%RH では､赤紫色が

消え､暗赤色を呈する。 
 
 
 
 


